
１　品名、規格及び数量

交通規制用資機材等借上

（仕様については別紙のとおり）

２　契約（借上）期間

令和８年５月28日～５月31日

３　搬入・搬出場所

石川県金沢市鞍月１丁目１番地　石川県警察本部内警備課指定の場所

４　見積書提出期限

５　その他

(1)

(2)

(3)

(4)

【お問い合わせ先】

石川県警察本部会計課　　(076-225-0110 内線2214）

ｴ　石川県警察会計担当官宛ての見積書への代表者印、社印等の押印については、

　省略できることとします。

　  この場合、

　　(ｱ)　「書類の発行者（代表者）」　の氏名及び連絡先

　　(ｲ)　「本件事務担当者」　の氏名及び※連絡先

　　　　※　連絡先が(ｱ)と同一の場合、連絡先は省略可

 を必ず記載してください。

　参考例示品以外で見積書を提出する場合は、下記お問い合わせ先担当者に必ず承認

を得てください。

　承認を得ずに提出された見積書は無効とします。

　契約決定業者には担当係から連絡いたします。

見積書提出依頼書

　下記のとおり見積合わせを実施しますので、参加を希望される場合は、期限までに見積書を提
出してください。

記

　見積書の様式は問いませんが、以下の点に留意してください。

ｱ　宛名は 「石川県警察会計担当官」 としてください。

ｲ　日付については、提出日を記入してください。

　合計は税込額を記載してください。（消費税も分けて記載頂き、端数は切り捨ててくださ
い。）

令和8年4月30(木)午後３時

ｳ　見積書には、単価及び単価に予定数量を乗じた総額（消費税額を含む。）を記載してください。



仕 様 書 

 

 

１ 業務名 

交通規制用資機材等借上 

 

２ 業務内容 

交通規制用資機材等の借上 

 

３ 借上期間及び借上資機材 

別紙「１ 借上資機材一覧」のとおり 

 

４ 搬入・搬出場所 

  金沢市鞍月１丁目１番地 石川県警察本部内警備課指定の場所 

 

５ 借上資機材について 

 (1) 資機材は、上記仕様のほかに全て点検、清掃済みであり使用時に不具合が発生し

ないよう十分な品質管理を実施していること。 

 (2) 資機材に不具合が生じた場合は、速やかに対応できる体制を整えていること。 

 (3) 受注者は、資機材を発注者の指定する日時、場所に搬入、搬出すること。 

 (4) 資機材は、受注者が保有する資機材と区別が出来るようシール等により識別を施

していること。 

 (5) 電池が必要な資機材は、電池を装着し直ちに使用できる状態であること。 

 (6) 例示品以外で入札しようとする場合は、入札前にメーカー名及び規格を明示し、

発注者の承認を得ること。 

 

６ その他 

 (1) 受注者は、この業務により知り得た事項を他人に漏らしたり、他の目的に使用し

てはならないこととし、この契約が終了し、または解除された後も同様とする。 

 (2) 資機材が破損等した場合は、双方が協議のうえ解決することとし、発注者側に重

大な瑕疵がなく、通常の使用の範囲内であった場合は受注者の負担とする。 

(3) 本仕様に関する詳細については、警察本部警備部公安課総務係（076-225-0110 内 

5562）まで問い合わせること。 

 



別紙

借上資機材一覧

№ 品　　名 日数 数　量 例示品

1 防水型小型金属探知機 5月28日 ～ 4日 26個
㈱ジェイウィン
型式：R-JMD-2

2 フックコーン（緑） 175個
㈱ジェイウィン
型式：JWC-700MEG

3
ソーラー点滅灯付き
セイフティコーン

22個
㈱ジェイウィン
型式：JWC-700MEG
ソーラ式保安灯付

4 コーンバー（緑） 34本
㈱ジェイウィン
型式：JKB-220G

№2～4 搬入日 5/30　 搬出日 6/1

借上期間 仕　　様

5月31日

材質はABS樹脂であること。
長さ約420mm、幅約80mm、厚さ約50mmとし、探知部は約
180mm×70mmであること。
LED表示バー、音と振動で探知を確認できること。

№1 搬入日 5/28　 搬出日 6/1

緑色と白色の縞模様であること。
上記セイフティコーンに適合し、直径約3.5cm、
幅約200cmであること。

材質はPVC製とし、緑色であること。
先端部はロープを固定できるフック付であること。
フックは用途に合わせ容易に取り外せること。
高さ約70cm程度　重さ2.7kg程度であること。

5月31日 1日
本体は、上記セイフティコーンと同様（塗色は問わな
い）であるが、夜間反射材を備え、本体先端部にLEDタ
イプの工事点滅灯を装着していること。
点滅灯の電源は、電池及びソーラー充電とする。


